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No.20 福岡市水循環型都市づくり基本構想 

計画の 

概要 

①計画名、策定年月：福岡市水循環型都市づくり基本構想、平成１８年１０月 
②対象流域または対象行政区界：福岡市 

 

策定の背

景、目的 

①背景 

『福岡市では、福岡市域全体の水循環に関わる現況と課題を整理し、“人と水に

やさしい潤いの都市づくり”を行っていく「水循環型都市づくり基本構想」を策定

し、次の世代に健全な水循環を残すために、行政・市民・事業者とが共働して健全

な水循環型都市づくりを行っていきます。』 
『「福岡市水循環型都市づくり基本構想」は、「福岡市（新）基本計画（平成１５

年制定）」を上位計画とし、「水循環」を視点に、福岡市のこれまでの取り組みや関

連する施策と調和、連携をはかりながら、行政・市民・事業者が共働して健全な水

循環システムの構築を目指すものです。』 
 

②計画の基本理念・目標 

・浸水・渇水に強い安全で快適な都市づくり 

・清らかな川の流れや美しい海がある都市づくり 

・人々に潤いと安らぎを与え、快適な水辺空間の都市づくり 

 

将来の水循環のイメージ像 
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現況把握 流域（行政区域）の現況 

地形・地質：地下水帯水層の規模が小さい 
降水量  ：１，６００ｍｍ程度 
水利用（上下水道、地下水） 
下水道普及率：９９．４％ 
 

現況把握 昭和３０年と平成１０年の比較をした水収支図 
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課題 現在の水循環に関わる課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策の 

方針 

対策の基本方針 

水循環系に関わる問題に対して３つの目標を掲げるとともに、その解決に向けた

施策の方向性を示す。 
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具体的対

策の概要

と評価 

①具体的対策の概要 

1)雨を貯め、しみこみやすくする 

・雨水浸透・貯留施設の導入 

・森林、ため池の保水・遊水機能の保全 

・自然環境や農地、緑地の保全 

2)水を大切に使う 

・雨水の有効利用推進 

・下水処理水の再利用推進 

・節水施策の推進 

3)川や海をきれいにする 

・河川や海域への汚濁負荷の削減 

・市街地、河川、海域の清掃 

4)水と親しむ 

・河川、ため池などにおける人や生態系、景観に配慮した水辺の整備 

・人と水とのかかわりを深めるために施策の推進 

5)緑を増やす 

・緑化の推進 

 

②対策効果の評価 

以下のような監視観測を定期的に行う。 
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